
⽣物基礎×英語コミュニケーション 学習指導案 
 

                           ⽇時：2022 年 9 ⽉ 9 ⽇（⾦）3 校時 
                   対象：理数科 2 年 

使⽤教材：Prominence 2 
 

１．単元名 
 Lesson５ Taking the Sting Out of Jellyfish 
 
２．本時の計画 
 （1）本時の⽬標 
  ⾝近な⽣物が⾃分たちにどのように関わっているか考えることをとおして、⽣物や環境との共⽣に

ついて考えを深めることができる。また、科学的な英単語を⽤いて英語で表現することで、科学英語
の表現⼒を向上させる。 

 （2）本時の展開 
時間 内容 備考 
導⼊ 
（10 分） 

①⽤語チェック（担当：英語教諭） 
 ・Wildlife（野⽣⽣物）、Coral（サンゴ）、Sea anemone（イソギン

チャク）、Squid（イカ）、Ecosystem Service（⽣態系サービス）。 
②アイスブレイク：クラゲ分類クイズ（担当：中村） 
  Which creature is in the same group as jellyfish? 
  A: coral  B: Sea anemone C: Octopus  D: Squid 

 
 
 
 
スライド 

展開 
（40 分） 

①クラゲからの恩恵（担当：⽣物教諭） 
 ⽣態系サービスについて 
②ワークの提⽰ 
１）個⼈での活動（以下の問いについて考える） 

 ・What wildlife are related to you?（あなたに関係する野⽣⽣物は何
ですか？）*できる⼈は Please Choose “Creatures you donʼt like” 
（あなたが苦⼿な⽣き物を選んで下さい） 

 ・What is your relationship to wildlife?（野⽣⽣物とあなたはどのよ
うな関係がありますか？） 

２）グループでの活動 
 ・個⼈活動の内容をグループ内でシェア 
 ・グループで１つの野⽣⽣物にしぼり“What ecosystem services are 

related to this wildlife? Why is that?”（この野⽣⽣物はどのよう
な⽣態系サービスに関係していますか？それはなぜですか？）と
いう問いについて考え、英語で原稿を作成する。 

③全体共有 

スライド 
 
 
 
ワークシート配
布 



 ・ワークシートを元に発表する 
まとめ 
（10 分） 
 

①グループ内で今⽇のテーマについて感想をシェア（⽇本語） 
②全体シェア（⽇本語） 
③授業者から⼀⾔（⽇本語） 
④振り返りシート記⼊ 

振り返りシート 

 
３．準備物 
 iPad（教師⽤）、ワークシート（個⼈ワーク、プレゼンシート）、スライド、スクリーン 
 
４．育成する資質能⼒の⼀覧 

資質・能⼒ 構成する⼒ 内容 該当 
国際的視野 ① ⾔語運⽤能⼒ ⾃国の⾔語あるいは外国語でのコミュニケーション能⼒ ○ 

② 他者理解 様々なバックグラウンドをもつ他者を柔軟に受け⼊れ、気持ちを理解する⼒  
③ 国際理解 ⾃国および他国の⽂化や社会について理解する⼒  

主体的探究⼼ ① やり抜く⼒ 物事を肯定的に捉え、困難が⽣じても諦めずに取り組む⼒  
② 知識理解⼒ 対象への知識や概念を関連付けながら深く理解する⼒ ○ 
③ 計画実⾏⼒ ⽬標や⽬的を達成するための計画を構築する地下 r あ  

論理的思考⼒・

表現⼒ 

① 論理的思考表現⼒ 様々な物事を関連させながら、道筋だって体系的に考え、説明できる⼒  
② データ表現⼒ 主張したい内容について最も効果的な図表などを作成する⼒  

貢献⼒ ① メタ認知能⼒ 俯瞰・内省により⾃⼰の認知（思考・判断・表現など）を認知する⼒  
② ⾃⼰管理調整能⼒ ⾃分の望む結果を得るように⾃分の感情・思考・⾏動を管理調整する⼒  
③ 協働実践⼒ 周囲と良好な関係を築いたり維持しながら活動する⼒  

 


